
高出力タイプロータリアクチュエータ……検討手順

ご使用上の注意

オイルタンクを設置し、図のように配管を行ってください。また、
油の補充はロータリアクチュエータおよびオイルタンクへの
供給エアを、完全に止めてから行ってください。
本機にはオイルタンクが付属されています。オイルタンクを
必ず取り付けてご使用ください。

ロータリアクチュエータを正しくご使用いただくために以下に検討手順を示します。ロータリアクチュエータを使用する場合は、ほとんどが
慣性負荷となります。その負荷の形状、質量を数値で表したものが慣性モーメント（ I ）で、この I の値が大きくなればなる程負荷は
回転しにくくなり、逆に回転している負荷であれば止めにくくなります。
誤った選定をしますと、ロータリアクチュエータの発生トルクが小さい場合でも、負荷の慣性力によって内部を破損することがありますので
正しい選定をすることが必要になります。

１． オイルタンクは本機より高い位置に垂直に設置して、図のように配管を
 施してください。
  ● オイルタンクから本機への配管は一番高い位置の
   六角穴付プラグをはずして接続してください。
  ● 本機にはオイルが充満されています。配管時、六角穴付プラグを
   取り外しますが、オイルが流出しないように、接続するプラグを
   天上に向け、オイルタンクと接続し、設置してください。
  ● 配管途中には、チェック弁、スピコンなどは取り付けないでください。
  ● 加圧回路はオイルタンクのスピードコントローラに配管し、他の機器
   の駆動などのために分岐しないでください。
２． オイルタンクにオイル（タービン油１種〔ISO VG32〕相当品）を約1/3～1/5
 まで補給してください。
  ● 給油する場合は本機およびオイルタンクへの供給エアを完全に抜いてから行ってください。
３． 本配管施工時および機械の停止時など、本機へエアを供給していないときに出力軸を外部から回さないでください。内部のチェーンが噛み込みます。
  ● 特に鉛直旋回でご使用する場合は、エアを抜いたときに負荷の重さで出力軸が回されることがありますので注意してください。 この場合には、
   負荷を最下端位置で停止させる回路を設けてください。
４．本機駆動に３位置の電磁弁を使用する場合は、必ずエキゾーストセンタ又はプレッシャセンタを選定してください。

■オイルタンク寸法図
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１．負荷の種類

２．仕様項目

３．負荷容量の算出

４．許容エネルギのチェック

慣性負荷

部品の移載・供給装置など加減速を伴い、回転による慣性力がある負荷。
その負荷の回転エネルギは、旋回時間の２乗に反比例して大きく変化します
ので旋回時間の設定および慣性モーメントの計算には細心の注意が必要です。

負荷の質量：M (kg)、旋回角度：θ(rad)、旋回方向：水平or垂直
旋回時間：t (sec) (注1)、使用圧力：P (MPa)

C-24ページの図を参考にして慣性モーメントⅠ (kg・m2)を求めてください。

下のグラフから（3.）で求めたⅠと旋回時間ｔの交点が、グラフ内に入るところでご使用ください。（注2）

慣
性
モ
ー
メ
ン
ト
Ⅰ 
(k
g・
m
2 )
 

旋回時間 t（sec）

■RU30 ■RU40

0 1.0 2.0 3.0 4.0 5.0
旋回時間 t（sec）

0 1.0 2.0 3.0 4.0 5.0

■RU60 ■RU80

0 1.0 2.0 3.0
旋回時間 t（sec）

RU40-90

RU60-90

RU80-90 RU80-180

0 1.0 2.0 3.0
旋回時間 t（sec）

 RU30-90

0.1

0

0.2

0.3

0.4

0.5

0.1

0

0

1

2

3

0

1

2

3

0.2

0.3

0.4

0.5

慣
性
モ
ー
メ
ン
ト
Ⅰ 
(k
g・
m
2 )
 

慣
性
モ
ー
メ
ン
ト
Ⅰ 
(k
g・
m
2 )
 

慣
性
モ
ー
メ
ン
ト
Ⅰ 
(k
g・
m
2 )
 

RU30-180
RU40-180

エアを供給していない時は回さないでください。

加圧回路

オイルタンク（油量：約1/3～1/5）

オイルタンクは立てて設置してください。

一番高い位置にあるプラグを外して配管してください。

本体へのエア圧と同等、もしくはそれ以上に
なるように配管してください。

RU60-180
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高出力タイプロータリアクチュエータ……検討手順

■慣性モーメント I （kg・m2）の計算

５．静的トルク Ts (N・m) の算出

６．加速トルク Tα (N・m) の算出

７．必要トルク       　　  　(N・m)

８．ロータリアクチュエータ実効トルク
　　　　　　　　　         Tr (N・m)

９．決　定
（４.）で選定した機種が上の式を満足しない場合は、大きい機種を使用してください。

（注1）旋回時間は動き始めてから旋回端に達するまでの時間です。
       使用に当たっては、負荷により異なりますが、0.1～0.3sec程度の立ち上がり時間を見込んでください。
（注2）やむを得ず着色部外の短い時間で使用する場合は、外部ダンパーを設置してください。
 　　 その場合、ロータリアクチュエータのクッションニードルは必ず全開にしてください。

水平面での旋回

̶

Tα

RU30

15(P－0.16)

RU40

32(P－0.14)

RU60

92(P－0.13)

RU80

196(P－0.09)

鉛直面での旋回

Ts＝20Mχ　χ(m)：回転軸から負荷の重心までの距離
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１．負荷の種類

２．仕様項目

３．必要トルク       　　 　 (N・m)

４．決　定

必要な力：F(N)、アームの長さ：L(m)、使用圧力：P(MPa)

抵抗負荷 静負荷

Tr ＞ 2 F L Tr ＞ F L

2 F L F L

加減速に伴う慣性力を無視
できる状態の低速運動で、
外力のみが加わる負荷。

クランプなど、単にロータ
リアクチュエータの力だけを
必要とする負荷。

F

F

LL

（注1）上記表の内容は、低出力タイプ、高出力タイプ同じです。

１.回転中心が重心を通る円盤 ７.回転中心が重心を通る平板

２.回転中心が重心を通る段付円盤 ８.回転中心が重心を通る円柱

３.回転中心が一端にある棒 ９.先端に負荷がある場合

４.回転中心が重心を通る棒

５.回転中心が一端を通る直方体

10.歯車を用いて負荷を作動させる場合

６.回転中心が重心を通る直方体
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　　に平行な軸まわりの慣性モー

　　メント

I2  : アーム部の回転軸まわりの
　　慣性モーメント

M1: 先端部分の質量(kg)

M2: アーム部分の質量(kg)

R  : 回転軸から先端負荷の重心
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高出力タイプロータリアクチュエータ……検討手順

■慣性モーメント I （kg・m2）の計算

５．静的トルク Ts (N・m) の算出

６．加速トルク Tα (N・m) の算出

７．必要トルク       　　  　(N・m)

８．ロータリアクチュエータ実効トルク
　　　　　　　　　         Tr (N・m)

９．決　定
（４.）で選定した機種が上の式を満足しない場合は、大きい機種を使用してください。

（注1）旋回時間は動き始めてから旋回端に達するまでの時間です。
       使用に当たっては、負荷により異なりますが、0.1～0.3sec程度の立ち上がり時間を見込んでください。
（注2）やむを得ず着色部外の短い時間で使用する場合は、外部ダンパーを設置してください。
 　　 その場合、ロータリアクチュエータのクッションニードルは必ず全開にしてください。

水平面での旋回
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鉛直面での旋回

Ts＝20Mχ　χ(m)：回転軸から負荷の重心までの距離

Ts＋Tα

Tr ＞ Tα Tr ＞ Ts＋Tα
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１．負荷の種類

２．仕様項目

３．必要トルク       　　 　 (N・m)

４．決　定

必要な力：F(N)、アームの長さ：L(m)、使用圧力：P(MPa)

抵抗負荷 静負荷

Tr ＞ 2 F L Tr ＞ F L

2 F L F L

加減速に伴う慣性力を無視
できる状態の低速運動で、
外力のみが加わる負荷。

クランプなど、単にロータ
リアクチュエータの力だけを
必要とする負荷。
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（注1）上記表の内容は、低出力タイプ、高出力タイプ同じです。

１.回転中心が重心を通る円盤 ７.回転中心が重心を通る平板

２.回転中心が重心を通る段付円盤 ８.回転中心が重心を通る円柱

３.回転中心が一端にある棒 ９.先端に負荷がある場合

４.回転中心が重心を通る棒

５.回転中心が一端を通る直方体

10.歯車を用いて負荷を作動させる場合

６.回転中心が重心を通る直方体
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高出力タイプロータリアクチュエータ……検討手順

ロータリアクチュエータを正しくご使用いただくために以下に検討手順を示します。
なお、計算例はC-25のRU型ロータリアクチュエータの項を参照してください。

■計算例

1. 負荷の種類
　　慣性負荷

2. 仕様項目
　　負荷：右図

　　θ＝　　×90＝1.57 (rad) (90゜の場合)

　　鉛直面での旋回
　　t＝0.8 (sec)　P＝0.4MPa

3. 負荷容量の算出
　　前ページ（9.）の先端に負荷がある場合
　　先端負荷
　　a ＝0.06 (m), b＝0.065 (m), M1＝0.9 (kg)
　　R＝0.27 (m)だから

　　I1＝       (a2＋b2)＋M1R2

         ＝      ×(0.062＋0.0652)＋0.9×0.272

        ＝0.066 (kg・m2)
　　アーム負荷
　　a1  ＝0.24 (m), a2＝0.05 (m), b＝0.065 (m)
　　M'2＝1.05 (kg), M"2＝0.22 (kg)だから

　　I2   ＝      (4a  ＋b2)＋        (4a  ＋b2)

          ＝       ×(4×0.242＋0.0652)＋         

             ×(4×0.052＋0.0652)

          ＝0.021 (kg・m2)
　　  I ＝I1＋I2＝0.066＋0.021＝0.087 (kg・m2)

４. 許容エネルギのチェック
　　I－t 曲線図より NRU40-90が旋回時間
      0.8secで使用できることが分かります

５. 静的トルクの算出
　　鉛直面での旋回
　　Ts＝20 (M1R＋M2χ)
          ＝20×｛0.9×0.27

             ＋(1.05×       －0.22×        )｝

          ＝7.27 (N・m)

６. 加速トルクの算出

　　Tα＝1.1 I

           ＝1.1×0.087×

           ＝0.47 (N・m)

７. 必要トルク
　　Ts＋Tα＝7.27＋0.47
                 ＝7.74 (N・m)

８. ロータリアクチュエータ実効トルク
　　NRU 40の場合
　　Tr＝36 (P－0.14)＝36×(0.4－0.14)
         ＝9.36 (N・m)

９. 決　定
　　Tr＞Ts＋Tαだから
　　9.36 (N・m)＞7.74 (N・m)でOK
　　したがって NRU40-90を使用する
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１．負荷の種類

２．仕様項目

３．負荷容量の算出

４．許容エネルギのチェック

５．静的トルク Ts (N・m) の算出

６．加速トルク Tα (N・m) の算出

７．必要トルク  　　　(N・m)

８．ロータリアクチュエータ実効トルク
　　　　　　　        Tr (N・m)

９．決　定

慣性負荷

部品の移載・供給装置など加減速を伴い、回転による慣性力がある負荷。
その負荷の回転エネルギは、旋回時間の２乗に反比例して大きく変化
しますので旋回時間の設定および慣性モーメントの計算には細心の注意が
必要です。

負荷の質量：M (kg)、旋回角度：θ(rad)、旋回方向：水平or垂直
旋回時間：t (sec) (注1)、使用圧力：P (MPa)

C-24ページの図を参考にして慣性モーメントI (kg・m2)を求めてください。

下のグラフから（3.）で求めた I と旋回時間ｔの交点が、グラフ内に入るところでご使用ください。（注2）
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（４.）および上式を満足することを確認してください。

（注1）旋回時間は動き始めてから旋回端に達するまでの時間です。
       使用に当たっては、負荷により異なりますが、0.1～0.3sec程度の立ち上がり時間を見込んでください。
（注2）やむを得ず着色部外の短い時間で使用する場合は、外部ダンパーを設置してください。
       その場合、ロータリアクチュエータのクッションニードルは必ず全開にしてください。

水平面での旋回

̶

Tα

鉛直面での旋回

Ts＝20Mχ　χ(m)：回転軸から負荷の重心までの距離

Ts＋Tα

Tr ＞ Tα Tr ＞ Ts＋Tα
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Tr＝5.5 (P－0.04)
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高出力タイプロータリアクチュエータ……検討手順

ロータリアクチュエータを正しくご使用いただくために以下に検討手順を示します。
なお、計算例はC-25のRU型ロータリアクチュエータの項を参照してください。

■計算例

1. 負荷の種類
　　慣性負荷

2. 仕様項目
　　負荷：右図

　　θ＝　　×90＝1.57 (rad) (90゜の場合)

　　鉛直面での旋回
　　t＝0.8 (sec)　P＝0.4MPa

3. 負荷容量の算出
　　前ページ（9.）の先端に負荷がある場合
　　先端負荷
　　a ＝0.06 (m), b＝0.065 (m), M1＝0.9 (kg)
　　R＝0.27 (m)だから

　　I1＝       (a2＋b2)＋M1R2

         ＝      ×(0.062＋0.0652)＋0.9×0.272

        ＝0.066 (kg・m2)
　　アーム負荷
　　a1  ＝0.24 (m), a2＝0.05 (m), b＝0.065 (m)
　　M'2＝1.05 (kg), M"2＝0.22 (kg)だから

　　I2   ＝      (4a  ＋b2)＋        (4a  ＋b2)

          ＝       ×(4×0.242＋0.0652)＋         

             ×(4×0.052＋0.0652)

          ＝0.021 (kg・m2)
　　  I ＝I1＋I2＝0.066＋0.021＝0.087 (kg・m2)

４. 許容エネルギのチェック
　　I－t 曲線図より NRU40-90が旋回時間
      0.8secで使用できることが分かります

５. 静的トルクの算出
　　鉛直面での旋回
　　Ts＝20 (M1R＋M2χ)
          ＝20×｛0.9×0.27

             ＋(1.05×       －0.22×        )｝

          ＝7.27 (N・m)

６. 加速トルクの算出

　　Tα＝1.1 I

           ＝1.1×0.087×

           ＝0.47 (N・m)

７. 必要トルク
　　Ts＋Tα＝7.27＋0.47
                 ＝7.74 (N・m)

８. ロータリアクチュエータ実効トルク
　　NRU 40の場合
　　Tr＝36 (P－0.14)＝36×(0.4－0.14)
         ＝9.36 (N・m)

９. 決　定
　　Tr＞Ts＋Tαだから
　　9.36 (N・m)＞7.74 (N・m)でOK
　　したがって NRU40-90を使用する
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１．負荷の種類

２．仕様項目

３．負荷容量の算出

４．許容エネルギのチェック

５．静的トルク Ts (N・m) の算出

６．加速トルク Tα (N・m) の算出

７．必要トルク  　　　(N・m)

８．ロータリアクチュエータ実効トルク
　　　　　　　        Tr (N・m)

９．決　定

慣性負荷

部品の移載・供給装置など加減速を伴い、回転による慣性力がある負荷。
その負荷の回転エネルギは、旋回時間の２乗に反比例して大きく変化
しますので旋回時間の設定および慣性モーメントの計算には細心の注意が
必要です。

負荷の質量：M (kg)、旋回角度：θ(rad)、旋回方向：水平or垂直
旋回時間：t (sec) (注1)、使用圧力：P (MPa)

C-24ページの図を参考にして慣性モーメントI (kg・m2)を求めてください。

下のグラフから（3.）で求めた I と旋回時間ｔの交点が、グラフ内に入るところでご使用ください。（注2）
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（４.）および上式を満足することを確認してください。

（注1）旋回時間は動き始めてから旋回端に達するまでの時間です。
       使用に当たっては、負荷により異なりますが、0.1～0.3sec程度の立ち上がり時間を見込んでください。
（注2）やむを得ず着色部外の短い時間で使用する場合は、外部ダンパーを設置してください。
       その場合、ロータリアクチュエータのクッションニードルは必ず全開にしてください。

水平面での旋回

̶

Tα

鉛直面での旋回

Ts＝20Mχ　χ(m)：回転軸から負荷の重心までの距離

Ts＋Tα

Tr ＞ Tα Tr ＞ Ts＋Tα

Tα＝1.1I
2θ

t2

Tr＝5.5 (P－0.04)

C-26

(C-021-027)_NKE_パーツハンドリング機器総合.indd   26 2020/08/17   15:42


